






















宵祭り　津島天王川　　2016 年　油彩・キャンパス　2,273 × 1,818mm
懐かしい未来―祭―　2014 年　油彩・キャンパス　2,273 × 1,818mm
3半田亀崎潮干祭Ⅰ　2017 年　油彩・テンペラ　2,273 × 1,818mm
左：懐かしい未来―田植えー　2014 年　油彩・キャンパス　1,940 × 1,620mm
中：稲刈り・Ⅳ　2016 年　油彩・キャンパス　1,940 × 1,620mm
右：農業図「春」Ⅰ　2017 年　油彩・キャンパス　1,940 × 1,620mm
心象風景
4伊良子崎・周遊〔田原市〕　2013 年　油彩・キャンパス　910 × 727mm
夏の宴〔岡崎市〕　2014 年　油彩・キャンパス　910 × 727mm
① ② ③ ④







5半田春祭り　乙川　唐子あそび〔半田市〕　2016 年　油彩・キャンパス　910 × 727mm
残暑の五社稲荷神社〔小坂井市〕　2017 年　油彩・キャンパス　727 × 727mm
⑨ ⑩ ⑪ ⑫
⑬
完成
⑨油彩、グレーズによる中間ワニスによる半被覆
⑩油彩・テンペラ白が交互に近い形で細部に向かっ
て描き込まれていく
⑪テンペラ白の量が⑫に向かってどんどん少なって
いく ⑩〜⑫繰り返す、細部に向かって描き込む
⑬白テンペラでハイライトを入れる
心象風景
6散歩みちの花　2018 年　ブロックス　Ｆ３０
アマリリス　Ｆ２０
ケシ　Ｓ８
グラジオラス　Ｓ１２
ヒメジオンと雀　Ｆ６
ケシ　Ｆ６アネモネ　Ｆ６
麦と雀　Ｐ６
黄花コスモス　Ｐ３０
7散歩みちの花　2018 年　Ｆ３０
チュウリップ　M ４０サンスベリアと温室　Ｆ２０ コスモス　　　Ｆ１５
散歩みちの花
日課の散歩、田畑を通り抜けていく、見えてくるものが次々と移り変わる。生れたときからここに
ある風景（原風景）のなかをあるく。少しずつその姿はかわっていく、絵として記憶にとどめなけ
ればならない。
油彩は濡れ絵である—油彩は絵の具が濡れている状態が最も美しい。また、油と樹脂の光による屈
折により空気の層を描き出す。どんな画材より深い空間が描けるのである。作り出した空気の層を
自由に歩き回る。見ている人の視点が前面にある花から後方の風景へ画面の中を移動する、まるで
絵の中を散歩するように。
心象風景
